















































の同じ物に見える｡ 日本語の辞書で ｢本｣ を調べ
ると, ｢書物｣ と並んで ｢物事の根本｣ と説明さ
れている｡ また, 書籍, 書物, 図書, 読本, 絵本,
脚本など ｢書｣ (書かれたもの, 書く行為) と係
わりながら, 様々な本の種類が列記されている｡
英語の一般向け辞書では, ｢本｣ Bookは ｢書籍｣
の他に ｢文字で書かれた紙の束｣ または ｢聖書｣
であり, ビジネスに使う ｢帳簿, ノート｣ である｡
｢聖典｣ と帳簿類の中間の ｢書物｣ の意味が少な




西暦 2000年前後の 10年間において, 私達の選
択可能な情報量が 410倍に増えている｡ インター
ネットの普及による量の拡大が大きく, 情報大爆






















田神保町) は, 東京商工会議所千代田支部 (平成
18年調査) によると, 古書店 176社, 新刊書店
44社, 出版社 425社, 取次店 16社, 出版関係プ
ロダクション 40社, 印刷会社 4社, 製本会社 19
社, 合計 724の書籍関連業者が集積している｡ 売
場面積でいうと約 5,000坪, 在庫 1,000万冊の世
界一の書店街であり (ギネスブックに申請中であ
るそうだ), 周囲は, 大新聞社, 官庁街, 大学街
など情報発信地に近接している｡ 近年の動向とし




る ｢BOOK TOWN KANDA｣ は ｢BOOK TOWN
じんぼう｣ に改版され, 新刊書のデータや, 国立
情報学研究所のデータベースとの連携も検討され,
操作の利便性も向上している｡ 平成 19年には,



















































られる｡ しかし, 本屋の数は少ない｡ また, 本屋
の新古の区別はない｡ 古いデータではあるが, 神
保町の古書店主達が反町茂男に率いられて調べて
きた記録 (文庫の会 49) を参考にしよう｡ 1971
年当時のロンドンの主たる稀覯本屋は, Kegan
Paul, Trench, Trubner & Co., Luzac and
Company Ltd., Bondy, Louis W., Foyle, W. &
G. Ltd., Marks & Co., Joseph, E., John Faustus,
Francis Edward (以下省略) など約 20社であっ
た｡ 現在はかなり廃業しており, 経営者も変わっ




















た ｢町おこし｣ 運動をはじめた｡ これらは, サス
ティナブルな農村ツーリズムのモデルであり, 過
疎地となった田舎が, さまざまな形で自己覚醒し








の ｢本の町｣ はイギリスの ｢本の町｣ ヘイ・オン・








る動きも見られる｡ 小山騰は ｢本の町｣ の本屋は
自分達のユニークさを強調すべきであると示唆し
ている｡
現在, 東京神田神保町には, 古書店 176社,



























































盤を与えてくれる (オング 1991)｡ ｢識字史｣ は









本 2007)｡ ベネディクト・アンダーソンは, 俗語
による出版資本主義とナショナリズム (国民意識)
の出現の関係について明らかにしている (アンダー




























越し, ことばによるすべての表現は演説 (術) と
















いが, 言語を ｢構造｣ と見るような感覚はなかっ










る｡ 英語の辞書が出来たのは 18世紀であり, 百
科事典である 『百科全書』 の刊行がフランスで始





















































市, 大司教座のある都市, 商業都市である｡ ドイ
ツのマインツでの発明はまたたく間に, イタリア,
フランス, ネーデルランドに広がる｡ マインツで
の工房開設, 1465年から 15年後の 1480 年には,
西ヨーロッパの 110以上の都市で印刷工房が稼動
していた (フェーブル 25)｡ この頃の出版産業の













































































何学書 『測定術教則』 が出版された (山本 16)｡
ロンドンの職人ロバート・ノーマンは 『新しい引





















































で, 刊行点数は 2,250冊, 半数がラテン語, その
他はオランダ語, フランス語, ドイツ語, 英語,
スペイン語, イタリア語, ギリシャ語の本を出版














達の伝統的な集会所 ｢修辞室｣ (討論クラブ, 演
劇クラブ, 娯楽室) を持っていた｡ カルヴァン派
はそこに浸透して布教の拠点にしたという (香内

























力を取り付けた｡ この時期, 本屋の統制は, ルー
ベン大学作成の禁書目録 (1550年 295冊, 51年
に 69冊追加) と, 在庫カタログを店頭に出すこ
とを義務付けることで行われていた｡





































































































内 101)｡ このため, 王室が, 政治的意思を社会
の底辺にまで伝達させる手段として利用し, 主要




で ｢聖書講読会｣ が禁止され, ｢講師｣ の制度化








の系列とは別の ｢知識人｣ で, 雇われて定期的に



























にも注目したい｡ 香内氏は ｢説教｣ が隆盛になっ
た背景として, 大衆の ｢聴く｣ 意欲・熱意が盛り





している (香内 108)｡ また, これと並行して,
聴衆が牧師の説教に質問し, 反対し, 討論する慣
習も, 諸セクト内部でひそやかに広がっていた




それでよいとした (香内 120)｡ 誰もが神の恩寵
により, 霊感・内面の光を受けることができると
信じられるようになると, 無数の預言者を生み出
した｡ 16401650年代には 『天路暦程』 のジョン・



































































いる｡ 両面印刷の一枚紙で, 発行部数は 500部で
あった (小林 125)｡ それまでの紙媒体の報道は,
大事件や戦争についての歌 (バラッド) を印刷し
た ｢ブロードサイド (シート)｣ が市中で売られ
た｡ また, 不定期刊行物として冊子型の新聞 ｢ニュー
ズブック｣ というものがあった｡ 神聖ローマ帝国









(王国通信)』 に変え, 同じマディマンの 『メルク
リウス・プブリクス』 との 2紙だけが発行を許可
され, ニュースの独占権を得た｡ これは 3年間で








れる｡ ハリスは 1690年にアメリカ, ボストンで
もアメリカ最初の新聞を発行している (小林 132)｡
1700年代, 18世紀に入ると, デフォーが雑誌







代, 1650 年代にニュース本, パンフレットを



























きる｡ これらすべてが 1ペニーで済んだ｡ この安
くて便利な情報センターが大流行の原因であった｡

















































雑誌, 書評誌, ロマンス, 小説, 子供向けの本な
ど, 出版物の形態や内容においても一挙に拡大し
たのであった (コリンズ, A. S. 243～)｡
イギリスにおいては, コーヒーハウスの前期と
新聞 (17世紀), 後期と雑誌 (18世紀) がそれぞ







































ものが, 18世紀の終わりごろには 6ペンスから 1
シリングになっていた｡ それまで数千軒あったコー
ヒーハウスが一軒もなくなったと言われるほど激
減した｡ ところが, 1840年には毎年 100軒以上
のコーヒーハウスが開店し, 全体では 1,000～

































































ついで旅行記, 外国風物誌, 宗教・説教集, など
で, 歴史や文学は稀で, 哲学, 数学, 法律, 医学,




学習会が現れる｡ ただし, それは 100年時代が下っ

















































た出版物は, 日刊紙 43紙, 地方紙・外国紙数紙,





































( 1 ) レトリックの内容は発想, 配置 (章構成や内容




( 2 ) 清水氏はアメリカ人コーフマンの研究を紹介し
ている｡ Paul, Kaufman, Libraries and Their
Users, London, 1969.
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